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日常生活自立支援事業

４P 輝く梼原人！み～つけたっ！

赤い羽根共同募金
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高齢の方や障害をお持ちの方などが、福祉サービスの利用や金銭管理など、日常生活に必要な

ことについて、自分ひとりで判断することが難しくお困りの場合に、安心して日常生活が送られ

るように社会福祉協議会がお手伝いします。

福祉サービスってどうやったら使える

の？利用したいけど複雑な手続きは

苦手じゃ・・

の？利用したいけど複雑な手続きは

公共料金の支払いなどを忘れがち・・・

計画的にお金の支払いができるか

不安・・・

計画的にお金の支払いができるか

通帳やはんこなど、

どこにしまったか忘れて

しまう・・・

● 福祉サービスの利用援助

ご自身にあったサービスを一緒に考えます。

● 日常的金銭管理サービス

預貯金の出し入れや公共料金の支払いなどの日常的な

お金のやり取りをお手伝いします。

● 書類などの保管サービス

定期預金証書や実印などの重要な書類を保管します。

担当： 西村

この制度は、これまで支援が難しかったさまざまな理由で生

活困窮におちいっている方々にも『ひとりで悩まないで』と題

して日々の生活の「不安」や「困りごと」の相談を受け付けて

います。

梼原町社会福祉協議会では、自立相談支援と就労支援を行っ

ており、相談者ひとりひとりが安心して梼原町でその人らしい

自立した生活を送れるようにそれぞれの不安や困りごとの解決

に向けて取り組んでいます。

相談の内容は、どんなことでもかまいません。「どこに話した

らいいのか分からない・・」そんな時とりあえず社協まで気軽

にご相談ください。

担当：玉川



「東区内には、太郎川から吉祥寺までの間(一部はお寺)に八十八体のお地蔵さまがおられます。こ

れは、東区住民有志が集い『八十八か所の地蔵参りをしよう。』と発想して区内各地に設置したもの

です。『まちづくり』の中で国道４４０号線の改良工事が実施された際、おもてなしの為の茶堂４か

所も整備され（このうちの一か所が街中の四つ角にある茶堂）この時、西町の旧裏通りにあった四十

四番札所のお地蔵様に、国道４４０号線にちなんで街中の茶堂にお入りいただいたがよ。同じころ、

『まちの駅ゆすはら』『マルシェ・ユスハラ』の建設工事が開始されたので、お地蔵さまに建設現場の

方たちの安全祈願をしたのがはじまりながです。赤いよだれかけを縫って、お地蔵様にお米・お水・

はなしば・お花をお供えしました。それからはじまり早くも１５年位、毎朝かかさず掃き掃除をする

のが日課になりました。建設工事現場は事故もなく無事完成。その後も町の皆さんの幸せを祈願しつ

づけて、赤いよだれかけはもう何枚も縫って重なっちゅうがです。このおかげで困った時でもなんで

もスムーズにいって、何となく助けてもらうことが多いです。」と、笑顔で話す西川さん。

輝く梼原人！み～つけたっ👀👀👀👀！

「梼原を訪ねてくれた方は、よくこの茶道で休んでくれるがで

す。子どもらあが、通りがかりに手を合わせてくれるがも嬉しい

ことです。大人の後ろ姿を子どもらあが見て育ってくれゆうがで

ねぇ。」「お賽銭箱に貯まったお賽銭は、定期的に町内の神社仏閣

へ奉納させていただきよります。」と、話はつきない。
『まちづくりの記憶』に掲載された茶堂

皆さんの幸せを願って

梼原人！み

～お地蔵さまと共に～ 素敵な居場所！み～つけたっ！

『桜を見る会』に招待された際の一枚

西川
にしがわ

陽子
よう こ

さん（S 24年 8月生）
川西路生まれ。西町にて『にし美容室』を経営。

福祉美容師として高齢者や足の確保が困難な方

のために出張美容サービスを提供している。現

在は夫と 2 人暮らしで、もうすぐ金婚式をむか

える。夫は飲食店経営。子ども２人と６人の孫は

県内在住。長男は、にし美容室高知店の店長。
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前回の梼原町ゲートボール連合会 会長 岩本 直也さんにご紹介いただき、
今回は 梼原町婦人会 会長 山口 眞知子さん にインタビューしました。

＊ ＊ ＊
婦人会はさまざまなところで、地域女性のご意見みたいなことを問われることがあり、責任が重いなあと
感じることがありますが、「微力ながら女性の声として発信していきたい！」とお話してくれました。

玉川 梼原町婦人会のことを教えてください！

山口 連合婦人会は町内に点在していて、現在 75
名の会員で成り立っています。しかしながら実際活
動会員は過半数となって来ているのも現状です。

一昔前までは、結婚すると部落単位で『そろそろ
婦人会へ』と先輩から声が掛かり入会するという事
が、ごくごく自然に行われていたように思います。
私はその当時、県の婦人会の会長を文丸の方が務め
ていたことから声がかかり四万川区の婦人会に入
会しました。

玉川 各地区に婦人会が存在していたということ
ですか？

山口 以前は各部落にあり、区の行事や運動会に出
ていました。現在は東区の活動が活発であとは低迷
してきています。

玉川 梼原町婦人会はどのような活動をしていま
すか？

山口 活動というほどでもないですが、町内や高岡
郡・高知県の研修会へ参加し知識を広めたり、情報
交換をする事で、活動に活かせる事を習得していま
す。
その他には、主に料理を頼まれたりすることが婦人
会なだけに多いですね。例えば区長・部落代表者会
や脱藩マラソンの前夜祭、学童のお弁当作りなどが
あります。また、役場のアトリウムを活用しひな人
形、五月人形などの飾り付けを継続しています。

次回は 身体障害者連盟 会長 宮本友和さん
を紹介していただきました。お楽しみに！
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女性ならではの、さりげなくみどりをたやさないよ
うにお花などを添えるなど（動ける人、やろうと思
う人で）心掛けています。

今年はイベント民泊への協力に取り組みます。

玉川 梼原町婦人会に対する思いなどをお聞かせ下
さい。

山口 若い人へのアプローチも行い、婦人会を今後
益々盛り上げ大好きな梼原を元気にしていきたい。
各種団体と協力はもちろんのこと、楽しい婦人会と
して活動していきたいと思います。ぜひ、梼原町婦
人会で一緒に活動を楽しんでみませんか！お待ちし
ております！

玉川 ありがとうございました！
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デイサービスゆるりはお

かげさまで無事１年を迎

えることが出来ました。

日に日に利用して頂け

る方々が増えてきており、

今では毎日大勢の利用

者様の笑顔であふれてい

ます。

皆様の生活を支える貴重な外出・運動・交流の機会となるように「朝の体操・機能訓練・入浴・食事・
手先の運動・昼の体操・全員参加での運動」といった流れで一日を過ごして頂いています。

来られるご利用者様の目的は様々です。目的一つ一つを実現することが出来るように職員一同応援させ

ていただきますので皆様ご気軽にお問い合わせください。

デイサービスゆるりだよりデイサービスゆるりだより

この一年の中で、
「車椅子からしっかりと立ち上がれるようになった」
「口数が戻ってきて元気だったころのように話が好きになっ
てきた」
など嬉しそうに語ってくださる利用者様の声を多く聞かせ
ていただきます。
改めて、皆様の生活の支えになることが出来ているのだ

なと職員一同感じることが出来ています。
また、４月 26 日には家族懇談会を開催し多くのご家

族様に参加いただきました。普段ゆっくりとご家族様とお
話する機会も少なく、貴重なご意見もいただけ、大変有
意義な時間となりました。
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ケアハウスゆるりだより

高校生と一緒にマリーゴールドの花を植えました。

「ケアハウスゆるり」は、皆様のおかげで無事開設して１年が経ちました。皆さん入居当時は緊張されてい

て、入居者様同士や職員との会話も遠慮気味でした。しかし１年が経ち、一緒に過ごす中で変な緊張も

なくなり、入居者様同士が部屋の行き来をしている姿も見られ、食堂では楽しそうにお話をされています。職

員にも気軽に話しかけてくれるようになり、冗談を言って笑い合ったりしています。

これからも職員一同、初心を忘れず日々精進してまいります。そして、前年度に引き続き、これからも入

居者様に喜んで頂けるような行事・イベント・地域の方々との関りを考えていきたいと思います。

今後ともご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

令和元年 6月 11日

（火）に「鰹のタタキを食

べる会」を行いました。皆

で皿鉢を囲み美味しく楽し

くいただきました。
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＊＊ 今月号の表紙の写真 ＊＊

① ただいま竹馬練習中～！！
② こりゃあうまいぞ！ゆるりのみそ汁を味わう中東壽清さん
③ 膨らめ！広まれ！にこにこ饅頭☆彡
④ 「花というのはねぇ～」と高校生に教える西本友幸さん

す
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老人クラブ女性部 JA大津支部女性部との交流

社会福祉協議会を装った不審電話について

社協職員を装って「困りごとはないか」「調査に協力してほしい」「○○さん（高齢者）に電話をかわって

ほしい」などの不審な電話がかかる事例が県外で発生しているようです。梼原町社会福祉協議会ではこの

ような内容を電話で問い合わせることはありません。（高知県社協、その他市町村社協も同様です。）不審

な電話がありましたら梼原町社会福祉協議会または警察までお知らせください。ご協力お願いします。

Ｃover’s Ｓtory
『老人クラブ女性部

JA 大津支部女性部との交流』

女性部は、様々な活動を通して、心と体の健康づくりを目

指しています。活動の一環として、5月 30日（木）東区集

落活動センターにおいて JA 大津支部女性部との交流会が

開催されました。大津支部から 22名の参加を頂き、コーヒ

ーや女性部手作りのお饅頭を食べながら、にこにこ喫茶の

成り立ちや、女性部の活動について発表が行われました。そ

の後、にこにこ喫茶特製のお饅頭づくりを行い交流を深め

ました。意見交換では、お饅頭のレシピに興味をもって頂い

たり、「今度は大津に行って味噌づくりをしたい」との意見

が出て、今後の交流や楽しみも広がりそうです。

お心当たりのある方はゆるりま
でご連絡ください。7 月 31 日
までにご連絡ないものについて
は処分させていただきます。

ゆるりでお預かりしてます

表紙に載せる写真を

募集募集募集しています！！
「ゆすまいる」では表紙に載せる写真を募集しています。

「梼原」「笑顔」をテーマに、笑った人が写った写真、笑いた

くなる写真、梼原の景色や生き物など、さまざまな写真を

募集しています。また広報誌についてご意見、ご感想もぜ

ひ、梼原町社会福祉協議会までご連絡ください。

お待ちしています。

表紙に載せる写真


